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第
二
回
市
議
会
定
例
会
は
、

六
月
四
日
か
ら
十
八
日
ま
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
初
日
に
監
査

委
員
の
選
任
、
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
の
人

事
案
件
二
議
案
を
先
議
。
初
日

に
上
程
さ
れ
た
平
成
十
九
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
予
算

関
係
三
議
案
、
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
設
置
条
例
の
一
部
改
正

な
ど
条
例
関
係
四
議
案
、
そ
の

他
七
議
案
の
計
十
四
議
案
と
、

最
終
日
に
議
員
提
出
議
案
と
し

て
上
程
さ
れ
た
意
見
書
二
議
案

の
合
計
十
六
議
案
を
慎
重
に
審

議
。
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、

閉
会
し
ま
し
た
。

人
事
案
件

　

監
査
委
員
に
寸
田
一
雄
氏

（
再
任
、
東
町
一
）、
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
和
田

知
則
氏
（
新
任
、
中
川
町
二
）

の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

○
予
算
関
係

一
般
会
計
補
正
予
算

　

一
般
会
計
の
民
生
費
の
公
立

保
育
所
費
で
は
、
遊
具
等
整
備

事
業
費
に
一
千
五
百
万
円
、
教

育
費
の
小
学
校
費
の
学
校
営
繕

費
に
三
千
五
百
万
円
、
中
学
校

費
の
学
校
営
繕
費
に
七
百
万

円
、
幼
稚
園
費
に
一
千
四
百
四

十
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
。
こ

れ
は
、
去
る
四
月
十
一
日
に
小

野
小
学
校
に
お
け
る
遊
具
の
破

損
事
故
を
受
け
、
保
育
所
、
幼

稚
園
、
小
・
中
学
校
の
遊
具
等

を
点
検
し
た
結
果
、
不
具
合
等

の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
修

繕
、
撤
去
な
ど
を
行
い
、
安
全

対
策
に
万
全
を
期
す
も
の
。

　

商
工
費
の
企
業
立
地
支
援
対

策
費
で
は
、
新
規
進
出
企
業
の

固
定
資
産
税
額
の
確
定
に
伴

い
、
工
場
等
設
置
奨
励
金
の
不

足
分
一
千
六
百
万
円
を
計
上
す

る
と
と
も
に
、
債
務
負
担
行
為

を
変
更
す
る
も
の
。

　

土
木
費
の
大
垣
駅
北
口
広
場

等
整
備
費
で
は
、
大
垣
駅
を
中

心
と
し
た
交
通
結
節
点
機
能
の

強
化
を
図
る
た
め
、
大
垣
駅
南

北
自
由
通
路
整
備
に
三
百
万
円

を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
債
務

負
担
行
為
十
九
億
一
千
七
百
万

円
を
設
定
す
る
も
の
。

　

教
育
費
の
教
育
研
修
費
で

は
、
通
常
学
級
に
在
籍
す
る
軽

度
発
達
障
害
等
に
よ
り
特
に
配

慮
が
必
要
な
児
童
生
徒
に
対
す

る
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配

置
に
つ
い
て
、
本
年
度
よ
り
市

町
村
の
事
務
と
な
っ
た
た
め
一

千
二
百
六
十
万
円
を
計
上
。

特
別
会
計

　

特
別
会
計
の
老
人
保
健
医
療

事
業
会
計
で
は
、
平
成
十
八
年

度
の
医
療
諸
費
の
確
定
に
伴
う

支
払
基
金
等
へ
の
返
還
金
五
千

四
百
四
十
万
円
を
計
上
。

企
業
会
計

　

企
業
会
計
の
病
院
事
業
会
計

で
は
、
が
ん
の
最
先
端
検
査
機

器
の 
Ｐ
Ｅ
Ｔ 
― 
Ｃ
Ｔ
 装
置
の

ペ
ッ
ト 

シ
ー
テ
ィ
ー

新
規
導
入
と
、
多
目
的
デ
ジ
タ

ル
Ｘ
線
Ｔ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
の
更
新

に
五
億
一
千
七
百
万
円
を
計
上

し
、
西
濃
医
療
圏
の
中
核
病
院

と
し
て
、
設
備
の
充
実
を
図
る
。

○
条
例
関
係

◇
大
垣
市
情
報
工
房
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

情
報
工
房
に
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
。

◇
大
垣
市
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

大
垣
市
議
会
政
務
調
査
費
の

交
付
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
に

伴
い
、
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

の
審
議
事
項
か
ら
「
政
務
調
査

費
の
額
」
を
削
除
す
る
も
の
。

◇
大
垣
市
税
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
法
人
課
税
信
託
の
引
き

受
け
を
行
う
個
人
を
法
人
税
割

の
納
税
義
務
者
に
追
加
す
る
ほ

か
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
。

◇
大
垣
市
非
常
勤
消
防
団
員
等

損
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る

損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政

令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
配
偶

者
以
外
の
扶
養
親
族
に
係
る
補

償
基
礎
額
の
加
算
額
を
引
き
上

げ
る
も
の
。

○
そ
の
他

◇
市
道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止

に
つ
い
て

　

工
場
敷
地
の
拡
張
整
備
等
に

伴
い
、
久
徳
静
里
七
号
線
ほ
か

四
路
線
を
認
定
し
、
久
徳
静
里

一
号
線
ほ
か
三
路
線
を
廃
止
す

る
も
の
。

◇
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

安
井
小
学
校
校
舎
増
築
、
西

小
学
校
南
舎
耐
震
改
修
及
び
北

中
学
校
南
舎
耐
震
改
修
の
建
築

主
体
工
事
の
契
約
を
締
結
す
る

も
の
。

◇
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

大
垣
地
域
防
災
無
線
設
備
一

式
及
び
普
通
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
三
台
を
取
得
す
る
契
約
を
締

結
す
る
も
の
。
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第
二
回
市
議
会
定
例
会

○
一
般
会
計
補
正
予
算　
　
　
　
　

一
億
三
百
万
円

○
特
別
会
計
補
正
予
算　
　
　

五
千
四
百
四
十
万
円

○
企
業
会
計
補
正
予
算　
　
　

五
億
一
千
七
百
万
円

○
総　
　
　
　
　
　

額　

六
億
七
千
四
百
四
十
万
円

◇
予
算
関
係　

三
件　

◇
意
見
書　

二
件

◇
条
例
関
係　

四
件　

◇
そ
の
他　

七
件

◇
人
事
案
件　

二
件

六
月
四
日　

本
会
議

　
　
　
　
　
　

（
提
案
説
明
）

　

十
一
日　

本
会
議

　
　
　
　
　
　

（
一
般
質
問
）

　

十
三
日　

中
心
市
街
地
活
性

化
に
関
す
る
委
員

会

　
　
　
　
　

市
民
病
院
に
関
す

る
委
員
会

　

十
四
日　

建
設
環
境
委
員
会

　
　
　
　
　

経
済
産
業
委
員
会

　

十
五
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
　
　

企
画
総
務
委
員
会

　

十
八
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

本
会
議
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第
二
回
市
議
会

第
二
回
市
議
会

定

例

会

日

程

定

例

会

日

程

　

五
月
十
日
開
会
の
第
一
回
臨
時
会

に
お
い
て
、
議
員
提
出
議
案
で
「
大

垣
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関

す
る
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て
」
を
可

決
し
ま
し
た
。
政
務
調
査
費
廃
止

は
、
議
会
改
革
の
一
環
で
あ
り
、
県

内
の
市
議
会
で
は
初
、
全
国
的
に
も

数
少
な
い
ケ
ー
ス
で
す
。
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政務調査費を廃止
～第１回市議会臨時会～
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質
問：

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
半
年
が
過

ぎ
た
現
在
、評
価
と
問
題
点
、解

決
策
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。 

　

市
役
所
本
庁
舎
の
一
ヵ
所
の

窓
口
で
複
数
の
手
続
が
完
了
す

る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の

実
現
に
向
け
、
総
合
窓
口
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
の
考
え

方
と
進
捗
状
況
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

答
弁：

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
は
、
事
務
所
・
支
所
廃
止

後
、
管
轄
区
域
を
持
た
ず
、
ど

こ
で
も
同
一
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
施
設
と
し
て
、
本

年
一
月
に
市
内
六
ヵ
所
に
設
置

し
、
戸
籍
、
住
民
票
の
届
出
や

証
明
の
発
行
業
務
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
設
置
か

ら
五
ヵ
月
余
経
過
し
た
が
、
市

民
の
皆
様
か
ら
は
、
土
日
や
祝

日
も
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
な

ど
を
取
得
で
き
る
た
め
、
大
変

好
評
を
得
て
お
り
、
開
設
当
初

と
比
べ
る
と
利
用
者
も
増
加
し

て
い
る
。
ま
た
、
夜
間
の
各
種

証
明
発
行
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
歓

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
と
本
庁
の
総
合

窓
口
化
に
つ
い
て

迎
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

し
か
し
、
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
を
利
用
さ
れ
る
方
か
ら
、

セ
ン
タ
ー
の
場
所
や
休
館
日
が

わ
か
り
づ
ら
い
な
ど
の
ご
意
見

も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
案

内
看
板
を
設
置
し
た
り
、
広
報

お
お
が
き
や
市
民
課
の
窓
口
で

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
利
用
案

内
を
行
う
な
ど
対
策
を
講
じ
て

い
る
。

　

特
に
、
休
館
日
に
つ
い
て
は
、

五
月
以
降
、
赤
坂
を
除
く
各

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日
を

毎
週
固
定
の
一
日
と
し
、
利
用

者
の
利
便
性
を
高
め
て
き
た
。

市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
も
取
り

入
れ
な
が
ら
、
各
種
課
題
の
解

決
を
図
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

一
層
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

　

本
庁
舎
の
総
合
窓
口
化
に
つ

い
て
は
、
平
成
十
八
年
九
月
に

大
垣
市
行
政
経
営
戦
略
計
画
を

策
定
し
、
簡
単
・
便
利
な
サ
ー

ビ
ス
窓
口
の
実
施
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

総
合
窓
口
の
取
り
組
み
に
関

し
て
は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
の
実
現
に
向
け
、
こ
れ
ま
で

先
進
事
例
の
調
査
・
研
究
を
初

め
、
来
庁
者
の
皆
様
に
、
窓
口

の
利
用
目
的
な
ど
の
調
査
を
実

施
、
窓
口
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
き
た
。今
後
、
こ
れ
ら
の

調
査
結
果
等
も
踏
ま
え
、
窓
口

事
務
の
迅
速
化
や
窓
口
案
内
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
集
約

す
る
業
務
の
範
囲
に
つ
い
て
精
査

し
、
集
約
化
に
伴
う
組
織
の
一

部
見
直
し
に
つ
い
て
も
、
あ
わ
せ

て
検
討
し
て
い
く
。

 
質
問：

談
合
や
天
下
り
の

ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
す
る
が
、
総

合
評
価
入
札
の
導
入
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
指
名
競

争
入
札
に
お
い
て
指
名
業
者
名

の
公
表
が
落
札
後
に
な
っ
た
た

め
、
業
者
間
で
入
札
状
況
の
確

認
の
電
話
が
多
い
と
い
う
声
を

聞
く
が
、
談
合
を
進
め
る
こ
と

に
な
ら
な
い
か
。
三
百
万
円
以

上
の
物
件
は
、
一
般
競
争
入
札

に
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁：

入
札
制
度
の
改
革
に
つ

い
て
は
、
客
観
性
、
透
明
性
、

公
正
性
の
確
保
を
図
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
各
種
方
策
を
講
じ
て

い
る
。
具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
は
、
新
た
な
入
札
方
法
と

し
て
、
岐
阜
県
市
町
村
共
同
電

子
入
札
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た

建
設
工
事
の
電
子
入
札
や
、
原

則
と
し
て
四
千
万
円
以
上
の
建

設
工
事
を
対
象
と
し
た
事
後
審

査
型
条
件
付
き
一
般
競
争
入
札

を
、
平
成
十
七
年
度
の
試
行
を

経
て
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
本

入
札
制
度
改
革
に
つ
い
て

格
実
施
し
て
い
る
。

　

次
に
、
指
名
業
者
に
つ
い
て

は
、
指
名
競
争
入
札
に
お
け
る

指
名
業
者
名
の
事
前
公
表
が
談

合
を
助
長
し
や
す
い
と
の
指
摘

が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成

十
八
年
度
に
予
定
価
格
が
一
千

万
円
以
上
の
建
設
工
事
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
今
年
度
か
ら
は
す

べ
て
の
建
設
工
事
に
つ
い
て
、

事
後
公
表
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
工
事
成
績
評
定
結
果

に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
度
か

ら
請
負
者
に
通
知
し
、
閲
覧
に

よ
る
公
表
を
実
施
し
て
い
る
。

　

総
合
評
価
方
式
は
、
価
格
だ

け
で
は
な
く
、
技
術
提
案
の
内

容
も
評
価
し
、
落
札
者
を
決
定

す
る
方
式
で
あ
る
が
、
建
設
業

者
の
育
成
や
、
公
正
性
の
確
保

な
ど
の
効
果
が
あ
る
反
面
、
評

価
項
目
や
評
価
基
準
の
設
定
な

ど
の
課
題
が
あ
る
の
で
、
今
後

の
研
究
課
題
と
す
る
。

　

ま
た
、
一
般
競
争
入
札
の
対

象
金
額
の
引
き
下
げ
、
入
札
参

加
条
件
の
見
直
し
や
、
工
事
成

績
評
定
結
果
の
公
開
の
方
法
に

つ
い
て
も
、
県
内
の
動
向
を
見

極
め
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い

く
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
と

も
、
一
層
の
透
明
性
の
確
保
、

公
正
な
競
争
性
の
促
進
を
図
る

た
め
、
入
札
制
度
改
革
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

 
質
問：

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
は
、
現
在
、
墨
俣

小
学
校
に
一
台
設
置
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
、
ほ
か
の
小
中
学
校

に
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
子

供
た
ち
の
安
全
・
安
心
の
た
め

に
も
、
各
学
校
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

設
置
を
提
案
す
る
。

答
弁：

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
使
用
が
平
成
十

六
年
七
月
か
ら
医
療
従
事
者
以

外
の
一
般
市
民
に
も
解
禁
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
全
国
的
に
導

入
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。特
に
、
最
近
で
は
、
公

共
施
設
の
み
な
ら
ず
民
間
企
業

に
お
い
て
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
普
及
が

進
め
ら
れ
、
マ
ス
コ
ミ
等
で
も
広

く
報
道
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
必

要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
、
市
内
の
小
中
学
校
に

お
い
て
も
、
で
き
る
限
り
早
い
段

階
で
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

 
質
問：

本
市
は
子
育
て
日
本
一

を
目
指
す
と
い
う
大
き
な
目
標

が
あ
り
、
少
子
化
時
代
に
か

な
っ
た
政
策
で
あ
る
と
思
う
。

各
学
校
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
設
置
に
つ
い
て

留
守
家
庭
児
童
教
室

の
拡
充
に
つ
い
て

最
近
、
市
民
か
ら
、
現
在
一
年

生
か
ら
三
年
生
ま
で
を
対
象
と

す
る
留
守
家
庭
児
童
教
室
を
六

年
生
ま
で
拡
充
し
て
ほ
し
い
と

の
要
望
が
数
多
く
あ
っ
た
が
、

拡
充
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁：

本
市
の
留
守
家
庭
児
童

教
室
へ
の
入
室
の
資
格
は
、
国
の

実
施
要
綱
に
準
じ
、
大
垣
市
留

守
家
庭
児
童
教
室
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
で
、
小
学
校
に
就

学
す
る
第
一
、
第
二
、
第
三
学

年
の
児
童
と
規
定
し
て
い
る
。

　

平
成
十
九
年
五
月
一
日
現
在

の
留
守
家
庭
児
童
教
室
へ
の
入

室
者
は
、
小
学
校
一
年
生
か
ら

三
年
生
ま
で
の
全
児
童
数
四
千

八
百
四
十
七
人
の
う
ち
、
十

七
・
三
九
％
の
八
百
四
十
三
人

が
入
室
し
て
い
る
。

　

四
年
生
以
上
の
留
守
家
庭
児

童
教
室
へ
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
は
、
教
室
環
境
の
整
備
や
指

導
員
の
確
保
な
ど
、
課
題
も
あ

る
の
で
、
検
討
し
て
い
く
。

 
質
問：

現
在
、
本
市
で
は
三
年

生
ま
で
の
留
守
家
庭
児
童
教
室

が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
特
別

支
援
学
級
に
通
う
児
童
に
つ
い

て
は
、
四
年
生
以
上
も
留
守
家

特
別
支
援
学
級
児
の

留
守
家
庭
児
童
教
室

の
設
置
に
つ
い
て

庭
児
童
教
室
へ
の
受
け
入
れ
が

望
ま
れ
る
。
ま
た
、
長
期
休
暇

中
に
一
人
で
家
庭
で
過
ご
す
こ

と
は
大
変
危
険
で
あ
る
。
共
働

き
の
多
い
現
代
、
留
守
家
庭
児

童
教
室
の
早
急
な
拡
充
を
要
望

す
る
。

答
弁：

平
成
十
九
年
五
月
一
日

現
在
、
留
守
家
庭
児
童
教
室
へ

の
入
室
者
の
う
ち
、
特
別
支
援

学
級
在
籍
児
童
は
十
五
人
入
室

し
て
い
る
。

　

四
年
生
以
上
の
特
別
支
援
学

級
在
籍
児
童
の
長
期
休
暇
に
お

け
る
留
守
家
庭
児
童
教
室
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
特
別
支
援
教

育
に
精
通
し
た
指
導
員
の
確
保

や
、
教
室
環
境
の
整
備
な
ど
の

課
題
が
あ
る
た
め
、
今
後
、
検

討
し
て
い
く
。

 
質
問：

大
垣
市
北
公
園
野
球
場

は
、
平
成
二
十
四
年
開
催
予
定

の
岐
阜
国
体
の
軟
式
野
球
主
会

場
に
決
定
し
た
が
、
老
朽
化
が

著
し
い
。 

　

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の
全
面
改

修
、
ブ
ル
ペ
ン
の
充
実
、
水
は

け
の
良
い
内
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
な

ど
全
面
改
修
を
要
望
す
る
。

答
弁：

北
公
園
野
球
場
は
、
高

校
野
球
の
春
・
夏
・
秋
の
大
会

や
、
社
会
人
野
球
各
種
大
会
等

の
会
場
と
な
る
な
ど
、
市
内
は

も
と
よ
り
、
県
内
の
野
球
場
の

中
核
と
な
る
施
設
で
あ
る
。

　

平
成
二
十
四
年
に
開
催
予
定

の
第
六
十
七
回
国
民
体
育
大
会

岐
阜
大
会
で
は
、
軟
式
野
球
、

サ
ッ
カ
ー
、
柔
道
、
水
球
、

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
六
競
技
に
つ
い
て
本
市
で

北
公
園
野
球
場
の
設

備
整
備
に
つ
い
て

②

一一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

六
月
十
一
日

東部サービスセンター

AED（自動体外式除細動器）

入札風景

留守家庭児童教室
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の
開
催
が
内
定
し
て
お
り
、
北

公
園
野
球
場
は
軟
式
野
球
の
主

会
場
と
な
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
北
公
園
野

球
場
は
、
昭
和
六
十
二
年
に
全

面
改
修
し
て
以
来
、
二
十
年
が

経
過
し
て
い
る
た
め
、
ス
コ
ア

ボ
ー
ド
の
改
修
、
投
手
練
習
用

ブ
ル
ペ
ン
の
増
設
、
内
野
グ
ラ

ウ
ン
ド
改
修
も
含
め
、
県
の
補

助
金
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
計

画
的
に
整
備
を
検
討
し
て
い

く
。

 
質
問：

市
内
の
小
中
学
校
・
幼

稚
園
・
保
育
所
に
設
置
さ
れ
た

遊
具
の
総
点
検
が
実
施
さ
れ
た

が
、
二
度
と
事
故
が
起
き
な
い

よ
う
、
小
野
小
学
校
の
遊
具
事

故
を
教
訓
に
早
急
な
安
全
対
策

を
要
望
す
る
。

答
弁：

小
野
小
学
校
の
遊
具
事

故
を
受
け
、
市
内
の
全
小
中
学

校
に
お
い
て
教
職
員
に
よ
る
緊

急
点
検
を
実
施
し
、
危
険
な
遊

具
に
つ
い
て
は
、
一
時
使
用
禁

止
と
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
職
員
に
よ
る
再

点
検
を
行
い
、
危
険
、
ま
た
は

不
用
な
も
の
で
撤
去
が
必
要
な

遊
具
等
は
、
小
学
校
三
十
三

基
、
中
学
校
十
基
、
幼
稚
園
二

十
九
基
、
保
育
園
四
基
の
合
わ

遊
具
等
整
備
事
業
に
つ
い
て

せ
て
七
十
六
基
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
う
ち
新
し
く
設
置
す
る

も
の
は
、
小
野
小
学
校
を
含

め
、
全
体
で
三
十
七
基
を
予

定
。
ま
た
、
不
具
合
の
あ
る
も

の
や
、
よ
り
安
全
を
見
て
補
修

が
必
要
な
遊
具
等
は
、
小
学
校

百
七
十
八
基
、
中
学
校
七
十
七

基
、
幼
稚
園
五
十
八
基
、
保
育

園
十
九
基
の
合
わ
せ
て
三
百
三

十
二
基
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
遊
具
等
の
緊
急
修

繕
等
事
業
費
と
し
て
、
六
月
の

補
正
予
算
を
提
出
し
た
。

　

遊
具
等
を
整
備
す
る
ほ
か
、

適
切
な
管
理
を
行
う
た
め
、
設

置
時
期
や
修
繕
履
歴
等
、
遊
具

等
の
状
況
を
一
元
的
に
把
握
で

き
る
遊
具
台
帳
の
整
備
や
、
わ

か
り
や
す
い
日
常
点
検
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
、
安
全
管
理
を

徹
底
す
る
と
と
も
に
、
業
者
に

よ
る
点
検
業
務
の
明
確
化
を
図

る
な
ど
、
二
度
と
遊
具
事
故
が

起
き
な
い
よ
う
万
全
の
対
策
を

図
っ
て
い
く
。

　

補
正
予
算
の
議
決
後
、
早
期

に
遊
具
等
の
修
繕
等
を
実
施

し
、
児
童
生
徒
や
園
児
た
ち
が

安
心
し
て
楽
し
く
遊
ん
だ
り
、

体
力
づ
く
り
で
き
る
よ
う
、
ま

た
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
も
安
心

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
学
校

等
を
通
し
て
遊
具
の
整
備
状
況

を
周
知
し
て
い
く
。

 
質
問：

イ
オ
ン
大
垣
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
排
水
施
設

は
、
平
成
十
六
年
度
に
発
生
し

た
台
風
二
十
三
号
の
よ
う
な
激

し
い
雨
に
対
応
で
き
る
の
か
。

イ
オ
ン
周
辺
の
排
水
に
つ
い

て
、
水
田
が
果
た
し
て
き
た
貯

イ
オ
ン
大
垣
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
の

排
水
問
題
に
つ
い
て

留
機
能
が
維
持
で
き
る
よ
う
対

策
を
求
め
る
。

答
弁：

イ
オ
ン
大
垣
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
排
水
施
設

は
、
岐
阜
県
宅
地
開
発
指
導
要

領
に
基
づ
き
時
間
雨
量
八
十
ミ

リ
で
計
画
さ
れ
て
お
り
、
時
間

最
大
降
雨
量
五
十
四
ミ
リ
が
観

測
さ
れ
た
平
成
十
六
年
の
台
風

二
十
三
号
の
降
雨
量
に
対
応
で

き
て
い
る
。

　

同
要
領
に
基
づ
き
設
置
さ
れ

た
調
整
池
は
、
下
流
の
排
水
能

力
を
超
え
な
い
よ
う
、
雨
水
流

出
を
調
整
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
。

　

ま
た
、
施
設
内
の
雨
水
に
つ

い
て
は
、
調
整
池
に
入
り
排
水

路
に
放
流
さ
れ
て
お
り
、
開
発

行
為
許
可
申
請
書
に
基
づ
き
、

検
査
確
認
し
て
い
る
。

　

都
市
化
の
進
展
に
伴
う
造
成

等
の
小
規
模
開
発
が
行
わ
れ
る

場
合
の
排
水
施
設
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

 
質
問：

現
在
の
市
民
病
院
の
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
、
本
来
の

業
務
以
外
に
も
休
日
の
診
療
を

も
請
け
負
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
患
者
が
多
く
、
待
ち
時
間

が
長
い
こ
と
や
、
処
置
室
が
手

狭
で
あ
る
な
ど
、
多
く
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
。 

　

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
増
改

築
を
要
望
す
る
。

答
弁：

市
民
病
院
の
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
六
年
十

月
、
診
療
棟
の
増
改
築
工
事
完

成
に
あ
わ
せ
て
開
設
し
、
高
度

な
医
療
を
総
合
的
に
提
供
す
る

第
三
次
救
急
医
療
機
関
と
し

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

の
充
実
に
つ
い
て

て
、
二
十
四
時
間
体
制
で
、
重

篤
な
救
急
患
者
受
け
入
れ
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
。

　

現
在
は
、
軽
度
な
初
期
救
急

医
療
か
ら
重
篤
な
第
三
次
救
急

医
療
ま
で
す
べ
て
受
け
入
れ
て

お
り
、
患
者
数
は
大
変
多
く

な
っ
て
い
る
。
平
成
十
八
年
度

に
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
利
用

さ
れ
た
外
来
患
者
数
は
四
万
六

千
四
百
九
十
六
人
、
一
日
当
た

り
百
二
十
七
人
で
、
全
国
的
に

も
高
い
数
値
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
十
三
年
度

か
ら
院
内
に
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
改
築
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
消
す

る
た
め
、
敷
地
内
で
新
た
に
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
計

画
し
、
診
察
室
や
病
室
を
増
設

す
る
と
と
も
に
、
処
置
室
や
器

材
室
な
ど
を
拡
張
し
、
高
度
医

療
機
器
を
整
備
す
る
な
ど
、
検

討
を
重
ね
て
き
た
。

　

今
年
度
は
、
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
増
築
工
事
の
基
本
設
計
、

実
施
設
計
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
市
民
病

院
は
、
西
濃
医
療
圏
域
で
唯
一

の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
擁
す

る
医
療
機
関
と
し
て
、
地
域
の

皆
様
の
信
頼
に
応
え
る
た
め
、

今
後
と
も
救
急
医
療
の
充
実
に

努
め
て
い
く
。

③

あなたも本会議を傍聴してみませんか。

※団体で傍聴を希望される方は、事前に議会事務局へご連絡ください。
（議会事務局／電話８１－４１１１ 内線７３４）

傍聴する前に傍
聴人受付簿に住
所、氏名、年齢を
ご記入ください。

・傍聴される方は、直接市庁舎４階の
傍聴席へお越しください。

・傍聴席は、７５席（うち、車いす席４席）

～傍聴者に守っていただくこと～
○議場内の言論に拍手等で可否表明をしない。

○はち巻き、腕章、帽子等を着用しない。

○飲食や喫煙をしない。

○議長の許可なく写真撮影や録音をしない。

○議会の妨害をしない。

○携帯電話の電源は入れない。

平成１９年　市議会定例会開催予定　第３回　９月　第４回　１２月

異常気象による災害対策や地球温暖化対策の強化・拡充を
求める意見書

　本来であれば、数十年に一度というレベルの異常気象がこ
のところ頻発している。温帯低気圧が台風並みに猛威を振る
い、それに伴う洪水や土砂災害、さらには集中豪雨や竜巻の
頻発などにより、多くの人命が失われ、家屋や公共施設、農
作物にも甚大な被害をもたらしている。また、海岸侵食の進行
や夏の猛暑も例年化している。こうした異常気象や猛暑は、地
球温暖化による疑いが濃厚であると多くの識者が指摘してい
るところである。
　このような状況下において、環境立国を目指す日本は、海
岸保全や防災のための施策はもちろん、確実に地球環境をむ
しばんでいる地球温暖化を防止するための抜本的な施策を講
ずるべきである。
　以上の観点から、次の事項について政府に強く要望する。
１．集中豪雨等による災害に強い堤防や道路等の基盤整備、
まちづくりの推進と、海岸侵食対策を積極的に進めること。
２．集中豪雨や竜巻等の局地予報体制の充実のために、集
中豪雨や竜巻発生の短時間予測が可能なドップラーレー
ダーを計画中のところ以外にもふやすと同時に、無事に緊急
避難ができるよう体制を確立すること。

３．学校施設や事業所等の屋上緑化、壁面緑化（緑のカーテ
ン）のほか、環境に優しいエコスクールの推進、自然エネル
ギーの活用を組み合わせて、教室や図書館等への扇風機
やクーラー等の導入を図ることなどを積極的に進めること。
４．森林資源などのバイオマスや太陽光、風力、小水力など
の自然エネルギーの積極的利用を進めるとともに、バイオマ
スタウンの拡大や関係の法改正等に取り組むこと。
５．今国会で成立した環境配慮契約法を実効性のあるものと
するため、まず国・政府が率先して温室効果ガス等の排出
の削減に配慮した契約の推進を積極的に行うこと。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　　　　平成１９年６月１８日

大　垣　市　議　会

日豪ＥＰＡ／ＦＴＡ交渉に対する意見書

　本年開始された日豪ＥＰＡ（経済連携協定）／ＦＴＡ
（自由貿易協定）交渉では、豪州政府は農産物も含む関
税撤廃を強く主張すると見られている。豪州政府の要求
どおり、農産物の輸入関税が全面的に撤廃されるような
ことになれば、政府の試算でも、肉牛、酪農、小麦、砂
糖の主要４分野で約８，０００億円もの打撃を受け、関連産
業や地域経済への影響を含めると、２兆円から３兆円規
模になるとされている。
　また、食料自給率は３０％台に低下するなど、日本の農
業と食料は壊滅的な打撃を受けることになり、農林業の
多面的機能が失われ、農山村の崩壊、国土の荒廃、環境
の悪化を招くことになる。
　さらに、昨年干ばつによって大減産となったように、
豪州の農業生産条件は極めて不安定であり、これに安易
に依存することは、世界的な食料不足、危機が心配され
ている中で、日本の食料安全保障を危うくする結果を招き
かねない。
　よって、政府におかれては、日豪ＥＰＡ／ＦＴＡ交渉
に当たり、日本農業に多大な影響を与えないために、次
の対策を図られるよう要望する。
１．日豪ＥＰＡ／ＦＴＡ交渉に当たっては、米、小麦、
牛肉、乳製品、砂糖などの農林水産物の重要品目を除
外するとともに、万一これが受け入れられない場合
は、交渉を中断すること。
２．農産物貿易交渉は、農業・農村の多面的機能の発揮
と国内自給率による食料安全保障の確保を基本とし、
各国の多様な農業が共存できる貿易ルールを確立する
こと。
以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　　　平成１９年６月１８日
大　垣　市　議　会

北公園野球場

救命救急センター

　

第
二
回
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議
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会
で
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た
意
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書
は
、
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り
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◇
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象
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国
会
を
初
め
、
内
閣
総
理
大

臣
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大
臣
に
要
望
す

る
も
の
で
す
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議
会
活
動
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
直
接
お
伝
え
す
る
た
め
、
大

垣
市
議
会
だ
よ
り
を
発
刊
し
て

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や

ご
要
望
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

よ
り
良
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
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長　

石
川
ま
さ
と

　

副
委
員
長　

長
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忠
男

　

委　
　

員　

山
口　

和
昭

　

委　
　

員　

小
川　

文
康

　

委　
　

員　
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委　
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岡
田
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あ
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委　
　

員　

横
山　

幸
司

平
成
十
九
年
度

編
集
委
員
の
紹
介

④

ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププ

　本紙に掲載された質問・答弁等の詳し

い内容については、図書館、市政情報

コーナー、議会事務局などで、会議録を

ご覧になるか、市議会ホームページでも

ご覧いただけます。

　なお、９月より、平成１９年第２回定例

会以降の委員会会議録についても、市議

会ホームページにてご覧いただけます。

（http://www.city.ogaki.lg.jp/sigikai/）
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 星  厳 記念館（大垣市曽根町１　華渓寺内）
せい がん

特 別 委 員 会
市民病院に関する委員会（７人）

委　員　長　中　沢　清　子

副委員長　田　中　孝　典

委　　員　川　上　孝　浩

　　〃　　　岡　田まさあき

　　〃　　　高　橋　　　滋

　　〃　　　富　田　せいじ

　　〃　　　津　汲　　　仁

中心市街地活性化に関する委員会（６人）

委　員　長　岩　井　哲　二

副委員長　粥　川　加奈子

委　　員　山　口　和　昭

　　〃　　　笹　田　トヨ子

　　〃　　　岡　本　敏　美

　　〃　　　丸　山　新　吾

常 任 委 員 会
経済産業委員会（７人）企画総務委員会（７人）

委　員　長　石　田　　　仁委　員　長　丸　山　新　吾

副委員長　山　口　和　昭副委員長　日比野　芳　幸

委　　員　野　村　　　弘委　　員　粥　川　加奈子

　　〃　　　横　山　幸　司　　〃　　　石　川　まさと

　　〃　　　林　　　新太郎　　〃　　　中　沢　清　子

　　〃　　　�　川　　　勝　　〃　　　富　田　せいじ

　　〃　　　高　畑　　　正　　〃　　　津　汲　　　仁

建設環境委員会（６人）文教厚生委員会（６人）

委　員　長　小　川　文　康委　員　長　鈴　木　陸　平

副委員長　三　輪　雅　務副委員長　野　田　のりお

委　　員　岩　井　哲　二委　　員　田　中　孝　典

　　〃　　　岡　田まさあき　　〃　　　笹　田　トヨ子

　　〃　　　高　橋　　　滋　　〃　　　川　上　孝　浩

　　〃　　　長　澤　忠　男　　〃　　　岡　本　敏　美

議会運営委員会（７人）
委　員　長　高　橋　　　滋

副委員長　長　澤　忠　男

委　　員　山　口　和　昭

　　〃　　　小　川　文　康

　　〃　　　石　川　まさと

　　〃　　　横　山　幸　司

　　〃　　　高　畑　　　正

（５月１０日選任）

◆本会議・委員会の
　会議録がご覧いただけます◆

　梁川星厳は、安八郡曽根村（現

大垣市曽根町）の生まれで、幕末

の漢詩人として有名であるととも

に、勤王の志士として明治維新に

も多大な影響を与えました。

　今年１５０回忌を迎えるのを記念

し、星厳ゆかりの作品などを紹介

する特別展や、星厳の波乱の人生

を市民が演じる市民創作劇の公演

が行われるなど、郷土の先人を顕

彰します。

開館時間：９：００～１７：００
電話番号：（０５８４）８１－７５３５〔華渓寺〕
※不定休のため、事前にご確認お願
いします。

議 会 三 役
議　　長　津　汲　　　仁

（５月１０日就任）

副　議　長　岡　本　敏　美
（５月１０日就任）

監査委員　川　上　孝　浩
（５月１０日選任）

役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役 員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員 構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構 成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成役 員 構 成


